
は
じ
め
に

筆
者
は
令
和
５
年
３
月
ま
で
中
野
区
構
造
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
座
長
（
令
和
３
年
度
）・
委
員
（
令
和
４
年
度
）
を
拝

命
し
て
い
た
。
中
野
区
に
お
け
る
構
造
改
革
と
は
「
社
会
経
済
状

況
の
変
化
に
伴
い
、
行
財
政
の
構
造
的
な
改
革
を
集
中
的
に
進
め
、

持
続
可
能
な
区
政
運
営
を
目
指
す
」
も
の
で
あ
り
、
構
造
改
革
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
設
置
し
、
有
識
者
の
助
言
を
受
け
る
と

さ
れ
た
。
当
初
の
問
題
意
識
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
を
受

け
た
経
済
低
迷
と
そ
れ
に
伴
う
大
幅
な
税
収
減
予
測
へ
の
対
応
策

検
討
に
あ
っ
た
。
一
方
、
令
和
４
年
度
は
税
収
面
よ
り
は
自
治
体

経
営
の
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
の
職
員
の
意
識
改
革
に
焦
点
を
当
て

て
議
論
し
た
。

特
に
令
和
４
年
度
第
３
回
中
野
区
構
造
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ

８６

自
治
体
業
務
改
革
の
要
諦

―
中
野
区
構
造
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
発
表
事
例
を
題
材
に

株
式
会
社
日
本
政
策
総
研
理
事
長
・
取
締
役

（
兼
）東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
上
級
研
究
員

若
生

幸
也
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ザ
ー
会
議
で
は
３
事
例
の
業
務
改
革
が
発
表
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ

れ
ま
で
数
多
く
の
自
治
体
業
務
改
革
を
手
が
け
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
発
表
事
例
の
概
要
を
整
理
し
た
上
で
、
事
例
を
事
例
に

と
ど
め
ず
他
部
門
や
各
自
治
体
で
も
活
用
可
能
な
業
務
改
革
の
観

点
を
析
出
し
た
い
。

（
１
）

１

中
野
区
発
表
３
事
例
の
概
要

（
１
）
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
支
援
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
の
拡
充

〇
現
状
と
課
題

住
民
目
線
で
は
、
電
話
や
窓
口
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行
政
手
続
が
未
だ
に
多
い
。
ま
た
各
サ
ー
ビ
ス
の
予
約
状
況
も
役

所
に
直
接
問
い
合
わ
せ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
住
民
か
ら
も
子
ど

も
関
連
を
は
じ
め
、
手
続
簡
略
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

職
員
目
線
で
は
、
一
時
保
育
な
ど
の
事
務
が
煩
雑
で
特
に
利
用

料
支
払
を
受
け
る
業
務
が
各
現
場
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
手
続

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
効
率
化
を
実
施
し
よ
う
に
も
、
日
々
の
業
務

に
追
わ
れ
企
画
・
調
整
時
間
や
機
会
を
創
出
で
き
な
い
。

〇
目
指
す
姿

住
民
が
使
い
慣
れ
た
ツ
ー
ル
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
や
利
用
料
支
払
が
可
能
と
な
り
、
各
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し

や
す
く
住
民
利
便
性
が
向
上
す
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請

や
利
用
料
支
払
実
現
で
事
務
効
率
化
し
職
員
事
務
負
担
が
軽
減
す

る
。

資料１ 中野区における構造改革の概要
区政の構造改革

中野区構造改革実行プログラム

財政的な非常事態への対処 ／ 効率的・効果的な
サービス展開

出典：令和４年度第３回中野区構造改革推進アドバイザー会議資料
　　　より作成

目的

施策・施設・組織の再編考え方

構造改革推進
アドバイザー
構造改革推進
アドバイザー
構造改革推進
アドバイザー

職員の
意識改革
職員の
意識改革
職員の
意識改革デジタルシフト／

共助／施設／組織
／財政

デジタルシフト／
共助／施設／組織
／財政

デジタルシフト／
共助／施設／組織
／財政

個別プログラム
28種類

個別プログラム
28種類

個別プログラム
28種類
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〇
新
た
な
取
組

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
の
運
用
支
援
ツ
ー
ル
）
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
・
支
払
を
実
施
す
る
。
令
和
５
年
度
導
入
予
定
の
サ
ー

ビ
ス
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
公
立
保
育
園
等
の
一
時
保
育
予
約
と
利
用
料
金
の
支
払

・
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
域
内
４
か
所
）
で
実
施
し
て
い
る

各
種
講
座
・
講
習
会
予
約
な
ど

〇
導
入
プ
ロ
セ
ス

最
も
特
徴
的
な
の
は
導
入
プ
ロ
セ
ス
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
支

援
ツ
ー
ル
導
入
に
向
け
て
、
広
聴
・
広
報
課
が
各
現
場
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
を
把
握
し
、
行
政
全
体
の
各
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
対
象
や
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
導
入
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
各
所
管
課
を
広
聴
・
広
報
課
が
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
も

特
徴
的
で
あ
る
。

加
え
て
、
令
和
４
年
度
中
に
短
期
間
の
試
行
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
令
和
５
年
度
に
本
格
的
に
導
入
す
る
の
も
業
務

改
革
の
要
諦
を
押
さ
え
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
導
入
結
果
を
踏

ま
え
、
新
区
役
所
移
転
後
の
令
和
６
年
７
月
以
降
に
導
入
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
検
討

〇
現
状
と
課
題

住
民
の
生
活
課
題
が
多
様
化
・
複
合
化
し
、
支
援
を
必
要
と
す

る
方
の
早
期
把
握
と
適
切
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

中
野
区
内
で
は
子
が
働
い
て
い
な
い
８
０
５
０
世
帯
が
約
１
５
０

０
世
帯
、
６５
歳
以
上
で
認
知
症
か
つ
一
人
暮
ら
し
世
帯
は
約
４
０

０
０
世
帯
、
２０
歳
未
満
の
子
が
い
る

一
人
親
世
帯
は
約
１
１
０
０
世
帯
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。

〇
目
指
す
姿

住
民
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援

・
問
題
解
決
型
支
援
の
提
供
、
地
域

で
の
見
守
り
・
支
え
合
い
に
よ
っ
て

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
。

〇
新
た
な
取
組

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
に
よ
る
「
個
人

支
援
」「
団
体
支
援
」
の
強
化
に
向

け
た
役
割
整
理
と
体
制
整
備
を
行
う

一
方
、
組
織
内
に
重
複
す
る
企
画
・

資料２ 重層的支援体制構築のための取組

部独自の
人材育成
部独自の
人材育成
部独自の
人材育成

企画・調整機能を
集約し組織を整理
企画・調整機能を
集約し組織を整理
企画・調整機能を
集約し組織を整理

相談対応や
地域支援に注力
相談対応や

地域支援に注力
相談対応や

地域支援に注力

出典：令和４年度第３回中野区構造改革推進アドバイザー会議資
　　　料より作成
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調
整
機
能
を
集
約
し
、
組
織
を
整
理
す
る
と
と
も
に
職
員
の
ス
キ

ル
向
上
（
政
策
立
案
・
組
織
管
理
）
に
取
り
組
ん
だ
。

（
３
）
債
権
管
理
体
制
の
強
化

〇
現
状
と
課
題

特
別
区
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
区
の
歳

入
が
減
少
し
て
い
る
。
区
の
収
入
未

済
額
は
約
４６
億
円
（
令
和
３
年
度
決

算
）
で
あ
る
。

〇
目
指
す
姿

未
収
金
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
を
安
定
的

に
確
保
す
る
。

〇
新
た
な
取
組

ウ
ェ
ブ
上
で
の
口
座
振
替
申
込
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
納
付
勧
奨
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ

を
使
っ
た
＋
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
の
活
用

に
よ
り
納
付
忘
れ
や
滞
納
の
長
期
化

を
未
然
に
防
止
す
る
。

（
２
）

２

自
治
体
業
務
改
革
の
要
諦

（
１
）Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
事
例
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
お
助
け
隊
と
し
て
、
各
部
門
の
負
担
を
肩
代
わ

り
す
る
専
門
家
を
派
遣
し
て
対
応
す
る
取
組
で
あ
り
、
ど
の
自
治

体
で
も
成
功
し
て
い
る
手
法
と
い
え
る
。
ま
た
小
さ
な
試
行
を
繰

り
返
す
点
も
重
要
で
、「
ク
イ
ッ
ク
ウ
イ
ン
」
と
い
う
が
、
小
さ

な
施
策
で
も
す
ぐ
に
成
功
す
る
取
組
を
早
く
行
う
こ
と
で
、
成
功

体
験
が
横
展
開
と
し
て
広
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
は
じ
め
に

実
施
す
る
取
組
の
成
否
は
極
め
て
重
要
で
、
成
功
す
れ
ば
良
い
噂

が
展
開
さ
れ
る
一
方
、
失
敗
す
れ
ば
悪
い
噂
が
よ
り
素
早
く
展
開

さ
れ
る
。

（
２
）重
層
的
支
援
体
制
の
事
例
は
、
自
治
体
の
中
に
多
く
あ
る

重
複
業
務
を
一
度
再
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
組
織
の
縦
割
り
構
図
の
中
で
類
似
し
た
重
複
業
務
を
庁
内
で

実
施
し
て
い
な
い
か
改
め
て
確
認
し
た
い
。
ま
た
自
治
体
業
務
は

部
門
単
位
で
も
特
性
や
意
識
す
べ
き
人
材
の
要
素
が
異
な
る
た
め
、

部
単
位
の
人
材
育
成
計
画
策
定
は
生
産
性
を
高
め
る
上
で
も
意
義

あ
る
取
組
で
あ
ろ
う
。「
自
治
体
の
異
動
は
転
職
す
る
レ
ベ
ル
で

仕
事
が
変
わ
る
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
必
要
性
の
証
左
で

資料３ 債権管理体制の強化のための取組

スマートフォン （配信画像の例）

来庁せずに
申込完了

中野区へ
口座振替申込

中野区から
メッセージ配信

出典：令和４年度第３回中野区構造改革推進アドバイザー会議資
　　　料より作成
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あ
る
（
な
お
、
必
ず
し
も
希
望
し
て
い
な
い
の
に
転
職
レ
ベ
ル
で

仕
事
が
変
わ
る
点
で
自
治
体
の
異
動
の
方
が
転
職
よ
り
も
ハ
ー
ド

で
あ
る
と
い
え
る
）。

（
３
）債
権
管
理
体
制
の
事
例
に
お
け
る
口
座
振
替
申
込
の
電
子

化
は
、
職
員
・
住
民
双
方
と
も
手
間
の
縮
減
が
最
優
先
で
あ
り
、

債
権
回
収
を
す
る
前
に
ウ
ェ
ブ
上
で
の
口
座
振
替
推
進
で
納
付
率

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
＋
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

使
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
も
、

新
し
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

は
初
期
状
態
か
ら
入
る
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
お
り
、
自
然

体
で
で
き
る
仕
組
み
を
使
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
を
取
組
内
容
・
プ

ロ
セ
ス
・
ツ
ー
ル
と
い
う
観

点
か
ら
再
整
理
す
る
と
、
資

料
４
の
よ
う
に
自
治
体
業
務

改
革
の
要
諦
が
整
理
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
中
野
区
構
造
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
発
表

事
例
を
整
理
し
た
上
で
、
事
例
を
事
例
に
と
ど
め
ず
他
部
門
や
各

自
治
体
で
も
活
用
可
能
な
自
治
体
業
務
改
革
の
要
諦
を
析
出
し
た
。

析
出
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
各
事
例
の
「
要
素
分
解
と
抽
象

化
」
に
あ
る
。
こ
の
「
要
素
分
解
と
抽
象
化
」
は
ク
イ
ッ
ク
ウ
イ

ン
を
他
部
門
へ
展
開
す
る
と
き
に
も
役
立
つ
。
業
務
改
革
に
取
り

組
む
方
々
は
常
に
意
識
し
て
ほ
し
い
。

〔
注
〕

（
１
）
令
和
４
年
度
第
３
回
中
野
区
構
造
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
資
料
を
も
と
に

整
理
し
た
。

https://w
w
w
.city.tokyo-nakano.lg.jp/dept/101500/d

030921.htm
l

（
２
）
筆
者
以
外
の
委
員
の
観
点
も
参
考
に
な
ろ
う
。
議
事
要
旨
を
参
照
さ
れ
た
い
。

中
野
区
「
令
和
４
年
度
第
３
回
中
野
区
構
造
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
議
事

要
旨
」

https://w
w
w
.city.tokyo-nakano.lg.jp/dept/101500/d030921_d/fil/38.

pdf

〔
参
考
文
献
〕

・
若
生
幸
也
「
第
５
章

情
報
化
を
基
盤
と
し
た
と
事
務
事
業
の
進
化
」
宮
脇
淳
・

佐
々
木
央
・
東
宣
行
・
若
生
幸
也
『
自
治
体
経
営
リ
ス
ク
と
政
策
再
生
』
２
０
１
７

年
、
東
洋
経
済
新
報
社
。

資料４ ３事例からみる自治体業務改革の要諦
区分 ポイント

取組内容 ・職員・住民ともに負担を減らすことを最
優先としたプロセス導入

・部署横断的な重複業務の再整理・集約化
・部など部門単位の人材育成計画策定

プロセス ・負担の重い部署の業務改革のためのお助
け隊導入

・小さな試行と成功をつなげる「クイック
ウイン」の実現

ツール ・住民にとって自然体で活用できるツール
の活用

出典：筆者作成
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